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令和７年度使用中学校教科用図書の採択について 

 

１ 採択の経過 

  令和６年４月24日の教育委員会定例会において、採択方針及び日程を決定した。 

  その後、教科用図書の採択に関し必要な事項を調査検討するため、校長会、教員、

保護者の代表で構成する教科用図書採択検討部会を２回開催するとともに、専門的

な調査研究を行うため、中学校教員による調査会を４回開催した。 

これらの調査研究結果を踏まえ、令和６年７月31日の教育委員会定例会、及び  

８月19日の同臨時会において協議を行い、次のとおり採択した。 

 

２ 令和７年度中学校教科用図書の採択 

令和７年度に使用する全ての教科書について、次のとおり新たに採択した。 

 

◆採択種目、発行者及び主な理由 

種 目 国語 発行者 光村図書出版株式会社 

・各教材の「学びの扉」で、学習の流れを明示することで、主体的な学びが引き出せるようにな

っている。 

・各単元の扉にある「言葉を味わう」では、日本語の多様性と美しさに触れる機会を作っている。 

・教科書の中に綴じこまれた「語彙ブック」、資料編も充実している。 

・１年生の教科書は小学校から中学校へのつなぎがうまくできている。 

種 目 国語（書写） 発行者 光村図書出版株式会社 

・手書きの良さを考えることで、書写を学ぶ意識を明確にしている。 

・「全国文字マップ」、「文字の歴史」を探るなど、文字に対しての興味を持たせる工夫がある。 

・お手本を見開きにして、半紙大に示してあって、バランスなどを捉えやすくしながら、書ける

ような工夫がある。 

・左利きの生徒のために、用具の配置を示した写真や動画が掲載されており、左利きの生徒も使

いやすい構成となっている。 

・日常に役立つ書式も記載されており、手紙や封筒、願書の書き方など今後の生活に生かせるつ

くりになっている。 

種 目 社会（地理） 発行者 株式会社帝国書院 

・「学習を振り返ろう」で、その節で学んだ知識を振り返り、自分の考えをまとめるという流れ

になっており、生徒が主体的に学べる。 

資料１ 
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・「アクティブ地理」では、歴史的分野や公民的分野とも関連するテーマが設定されており、多

文化の学習と関連する視点が提示されるなど、多角的、多面的に考える工夫がある。 

・「技能を磨く」というコラムでは、地図帳や統計、グラフなど基礎的な技能を学べ、資料活用

の問いから活用できるようになっている。 

・地図が立体的で見やすい。 

・写真がその後の本文にうまく関連づけられており、地理的な見方や考え方がスムーズに導かれ

る構成になっている。 

種 目 社会（歴史） 発行者 株式会社帝国書院 

・１時間で学ぶ内容が、「導入」、「学習課題」、「本文」、「確認しよう」、「説明しよう」

の展開で、見開き１ページにまとまっていて、見通しをもって学習できる。 

・「タイムトラベル」のページは、人々の暮らしの移り変わりがイラストによって各時代で比べ

らえるようになっており、その時代を学ぶことへの意欲へつながる。 

・「未来に向けて」というコーナーでは、ＳＤＧｓにも関連して、未来をつくるための参考とな

る先人たちの取組が紹介されている。 

・見開きの右ページの端には縦長の年表がついており、今自分が何を勉強しているのか、時代は

どの辺りなのか、生徒が再認識しながら学習できる。 

・「確認しよう」、「説明しよう」の問いが具体的で、生徒が意欲的に学んでいける。 

種 目 社会（公民） 発行者 株式会社帝国書院 

・章の導入部分の「学習の前に」の大きな絵がとても印象的で、社会について身近な問題として

捉えられるような工夫がされている。 

・「アクティブ公民」のコーナーでは、ロールプレイングやディベートなどを使って、学習事項

を確認する中で、様々な立場に自分が立って考え、自分の意見を伝え、みんなで話し合うとい

う機会が設けられており、様々な視点から物事を捉えられるようになっている。 

・「学習を振り返ろう」では、その章で学んだ知識から自分なりに考えたことをまとめられるよ

うになっている。 

・思考ツールの活用が充実していて、自分の考えをまとめるときに役に立つ。 

・写真やイラスト資料が豊富で分かりやすく掲載されている。 

種 目 地図 発行者 株式会社帝国書院 

・大判で色の濃淡がはっきりしているので高さなどが良く分かり、細かいところまで見やすくな 

っている。 

・産業や農産物、歴史的背景が分かりやすく掲載されている。 

・大気汚染や電力など様々な題材が描かれており、社会科だけでなく様々な知識を深めることが 

できる資料が豊富に掲載されている。 

種 目 数学 発行者 学校図書株式会社 

・クエスチョンマークで例題が強調されており、数学が苦手な子でもそこを見ることで、何を、

どう学習していけば良いのか、分かりやすい。 
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・「章のまとめの問題は、基本、応用、活用の三つの分類がはっきりしているので、自身の理解

度を段階的に確認できるとともに、個人の学力に合わせて学習がしやすい。 

・「数学へのいざない」で身の回りのどのようなところで数学が役に立っているのか、数学史の

中で数学がどのような発展をしてきたのかということを知ることで、数学への学習の意欲を高

められるような工夫がされている 

種 目 理科 発行者 株式会社新興出版社啓林館 

・本文説明と写真、資料等の配置が見やすく編集されている。 

・学習のまとめ、力試しが単元ごとにあり、学習の確認ができて良い。 

・サイエンス資料は、様々な題材が示されており、理科に必要な計算説明がまとめてあり、生徒

に覚えて欲しい資料である。 

・「探Ｑシート」は「探Ｑ実験」に対応しており、生徒が主体的に取り組み、考える力を育てる

工夫がされている。 

・単元の導入ページにダイナミックな写真が掲載されていて、目を引く。そこにある「はてなス

イッチ」という二次元コードから動画の視聴をすることで、何を学ぶのかイメージしやすいよ

うになっている。 

種 目 音楽（一般） 発行者 株式会社教育芸術社 

・１年生の最初に声の出し方について大きなイラストを用いて説明しており、変声期に声が出し

づらい理由についてもわかりやすく説明されている。 

・デジタルコンテンツでは、パートごとの演奏が用意されており、生徒が練習をする際に活用し

やすい。また、自分で曲を作成することもできる。 

・題材名の横に学ぶことが問いとして明記されており、何が大切なのかわかりやすい。 

種 目 音楽（器楽） 発行者 株式会社教育芸術社 

・リコーダーの運指表が見開きになっており、見やすいので苦手な生徒も取り組みやすい。 

・中学生が興味を持ちやすい曲が扱われており、親しみを持ちやすい。 

・巻頭に各界で活躍する人の話が載っており、楽器が苦手な生徒も興味を持ちやすい。 

・文章や楽譜の近くにイラストや写真があり、学ぶときに大切な情報に自然と目がいくようにな

っている。 

・デジタルコンテンツでは、伴奏の音源の他、楽器を演奏している映像を観ることができる。 

種 目 美術 発行者 光村図書出版株式会社 

・美術作品の写真の使い方が大胆で、作品への興味を引くレイアウトになっている。 

・デジタルコンテンツに全国の生徒の作品例が掲載されており、創作のアイディアが浮かばない

生徒が参考にできる。 

・資料編に美術の知識がコンパクトにまとまっている。 

・吹き出しで生徒の言葉が示されており、共感しやすいヒントとなっている。 

・日本に関係するページに和紙が使われており、触って感じることができる。 
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種 目 保健体育 発行者 株式会社 Gakken 

・学習の流れがわかりやすい構成になっている。 

・章のまとめで学習した内容を確認することができる。 

・学習内容に関わる動画などのデジタルコンテンツが充実している。 

・ウェルビーイングや感染症などこれからの社会を生きていく上で必要な内容を考えることがで

きるようになっている。 

種 目 技術 発行者 東京書籍株式会社 

・冒頭にある技術のガイダンスでは、様々な角度から技術について学べるようになっている。 

・「生活に生かそう」という問いで、学んだことを自分事として生かしていくことができるよう

になっている。 

・左利きの生徒に向けた動画がデジタルコンテンツで用意されており、どの生徒も学びやすい配

慮がされている。 

・「技術の匠」は、社会で活躍している技術に携わる人の声が記載され、生徒の学ぶ意欲を高め

ることにつながっている。 

種 目 家庭 発行者 東京書籍株式会社 

・編の導入は見開き２ページで文字や写真が見やすく配置されており、その編で学ぶ内容に興味

を持たせる工夫がされている。 

・調理実習や製作の手順が横に配列されており、見やすく、わかりやすい。 

・「いつも確かめよう」では、調理実習の際に必要な衛生・安全について写真やイラストでわか

りやすく示されている。 

・各節の初めに課題設定が明確にされており、その説で何を学ぶのかがわかりやすい。 

種 目 英語 発行者 光村図書出版株式会社 

・１年生の初めに、子音・母音それぞれの発音の仕方がデジタルコンテンツで学べるようになっ

ており、発音と文字をつなげる工夫がされている。 

・「英語の学び方ガイド」はＱ＆Ａで作られており、同じ疑問を持つ生徒が共感できるような工

夫がされている。 

・デジタルコンテンツは紙面から直接アクセスでき、学習しやすくなっているとともに、英語の

語句の読み上げなどにはネイティブの音声が収録されている。 

・日常の身近な話題が取り上げられ、ストーリー性があり、楽しみながら学ぶことができる。 

種 目 道徳 発行者 日本文教出版株式会社 

・問いがノートに記載されていないなど、道徳的な課題を自分との関わりの中で生徒が主体的に

考えられる工夫がされている。 

・「心情メーター」で思考が可視化されることで、言葉にできなくても考えていることを表現す

ることを補助してくれるので、自分を見つめて物事を多面的・多角的に考えることができる。 

・「視野を広げて」では、いじめなど大切なテーマを取り上げ、生徒がじっくりと考えることが

できる工夫がされている。 
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３ 令和７年（2025 年）度中学校使用教科用図書 

 種目 採択結果 

1 国 語 光村図書出版株式会社 

2 書 写 光村図書出版株式会社 

3 地 理 株式会社帝国書院 

4 歴 史 株式会社帝国書院 

5 公 民 株式会社帝国書院 

6 地 図 株式会社帝国書院 

7 数 学 学校図書株式会社 

8 理 科 株式会社新興出版社啓林館 

9 音楽一般 株式会社教育芸術社 

10 音楽器楽 株式会社教育芸術社 

11 美 術 光村図書出版株式会社 

12 保健体育 株式会社 Gakken 

13 技 術 東京書籍株式会社 

14 家 庭 東京書籍株式会社 

15 英 語 光村図書出版株式会社 

16 道 徳 日本文教出版株式会社 

 



6 
 

 

４ 令和７年度小学校教科用図書（参考） 

 小学校教科用図書については、無償措置法第 14 条の規定に基づき、令和７年度

も令和６年度と同一の教科書を使用する。 

 

◆種目及び発行者 

 

 

 

 

 

種  目 発 行 者 

国 語 光村図書出版株式会社 

書 写 光村図書出版株式会社 

社 会 教育出版株式会社 

地 図 株式会社帝国書院 

算 数 学校図書株式会社 

理 科 東京書籍株式会社 

生 活 教育出版株式会社 

音 楽 教育出版株式会社 

図画工作 日本文教出版株式会社 

家 庭 開隆堂出版株式会社 

保 健 株式会社 Gakken 

英 語 光村図書株式会社 

道 徳 株式会社光文書院 
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令和７年度使用教科用図書の採択方針 

 

小田原市教育委員会 

 

１ 基本的な考え方 

（１）国、県、市の資料等を踏まえて採択する。 

文部科学省の「学習指導要領」、神奈川県教育委員会の「令和７年度使用中学校教科用図

書調査研究の観点」及び「令和７年度特別支援教育関係教科用図書調査研究の観点」、小田

原市教科用図書採択検討部会（以下「検討部会」という。）の「答申」等並びに国県等から 

発出される留意事項等を踏まえて採択する。  

なお、小学校用教科用図書については、令和５年度採択と同一のものを採択する。（義務

教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律第１４条及び同施行令第１５条） 

（２）公正かつ適正を期し採択する。 

静ひつな採択環境を確保し、採択権者としての判断と責任において公正かつ適正な採択を

行う。 

（３）学校、児童生徒、地域等の特性を考慮して採択する。 

本市の児童生徒の実態や地域の特性を考慮して採択する。 

 

２ 採択する教科用図書 

教科用図書は、文部科学大臣から県教育委員会を通して送付される「教科書目録」に登載

されているもののうちから採択する。ただし、学校教育法附則第９条の規定による教科用図

書（以下「附則第９条図書」という。）を除く。 

（１）小学校教科用図書 

令和５年度採択と同一のものを採択する。（義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関

する法律第１４条及び同施行令第１５条） 

（２）中学校教科用図書 

   「教科書目録」に登載されているもののうちから採択する。 

（３）小学校及び中学校の特別支援学級用教科用図書 

「教科書目録」に登載されているもの又は「附則第９条図書」のうちから採択する。 

参考 
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教師用教科書及び指導書の買入れについて 

 

１ 概 要 

  議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例（昭和

39 年４月１日条例第５号）第３条の規定により、予定価格 2,000 万円以上

の動産については、議会の議決を経て買入れすべきところ、平成 23 年度以

降に買入れた小学校用の教師用教科書及び指導書(以下、「教師用教科書等」

という。)のうち、４件について、予定価格が 2,000 万円以上であるにもか

かわらず、議決を経ずに買入れをしていたことが判明した。 

 

２ 教師用教科書等の買入れ手続き 

小中学校の児童生徒が使用する教科書は、国の教科書無償給与制度により

無償で配付されているが、教師用教科書等は無償給与の対象とならないため、

取次書店から随意契約により買入れをしている。物品購入事務手続き上、本

業務は、県下統一価格であることから、例外的取扱いとして契約担当課執行

ではなく所管課執行となっている。 

市内における取次書店は、神奈川県の特定供給所（神奈川県教科書販売株

式会社）が選定した２店舗で、2,000 万円以上に該当する買入れは１店舗と

なる。 

  

資料２ 
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３ 対象の買入れ（教師用教科書及び指導書） 

年度 契約金額 取次書店 校種 

平成 23 年度 

※ 

20,501,511 円 株式会社伊勢治書店 小学校 

（上下） 

平成 27 年度 

※ 

24,975,195 円 株式会社伊勢治書店 小学校 

（上下） 

令和２年度 31,002,156 円 株式会社 

スーパーブックス伊勢治書店 

小学校 

（上巻） 

令和６年度 40,384,760 円 株式会社 

スーパーブックス伊勢治書店 

小学校 

（上巻） 

 

４ 令和６年度買入れ分の経緯 

年度 月日 内容 

令和５年度 ７月26日（水） 

８月２日（水） 

令和６年度から９年度までの小田原市立小学校

で使用する教科書が教育委員会において採択 

11月15日（水） 取次書店に教師用教科書等の概算数を提示 

３月１日（金） 取次書店に教師用教科書等の最新の概算数

を提示 

令和６年度 ４月１日（月） 取次書店と契約、各校に納入開始 

８月14日（水） 他自治体で同案件の報道がなされているこ

とを受け、本市における執行状況を確認し

たところ、予定価格が 2,000 万円の教師用

教科書等について、議会の議決を経ずに買

入れしていたことを確認 
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５ 再発防止について 

（１）教育部教育指導課で手順書を作成し、担当者間で確実な引継ぎを実施

する。 

（２）契約手続きの際に、契約所管課の手引書等を活用し、複数人で確認を

徹底する。 

（３）予算要求時期について見直しを行い、適切な時期に予算計上を行うよ

うにする。 

 

６ 今後の対応 

  教師用教科書等に係る動産の取得について、追認の議案を提出予定。 

 

 


